
 

 

  

 

 

 

 

１ 日 時  令和２年 ９月 18日（金） 

２ 学 年  第１学年１組 29名 

３ 単元について 

（１）単元観                  

本単元では，これまで学習してきた１から１０までの数を，４０まで拡張して数の構成や表し方，

数の大小や順序を捉え，２０までの数を数の構成の和や差と捉えることで，数の理解を深めること

をねらいとしている。  

 これまで児童は，１から１０までの数について，数のまとまりに着目し，ものとものを対応させ

ることによって個数を比べること，個数を正しく数えたり表したりすること（集合数），数を大小

の順に並べること，１つの数を他の数の和や差としてみることを学習してきた。 

本単元では，１０を超えた数について，具体物から半具体物，そして抽象的な数へと段階的に進

めることで数への理解を深めていく。その中で，１０のまとまりをつくり，「１０のまとまりと１

０に満たない端数がいくつ」という意識をもたせ，2 位数の数の構成と表し方について統合的な理

解を図っていく。４０までの数についても，１０のまとまりをつくることで解決できるということ

に気付かせたい。また，身近な物を学習に取り入れることで，日常生活に生かす力に繋げていく。 

 

（２）児童観  

・１０までの数の具体物を数えて数字で表す。   １００％ 

・半具体物を数字で表す。            １００％ 

・１０までの数を順序良く並べる。         ７９％ 

・１０までの数の大小が分かる。         １００％ 

 

 レディネステストの結果より，１０までの数について，数えたり数字で表したりすることはでき

ていることが分かる。しかし，落ちがないように，印を付けながら数える児童は少ない。また，数

の順序については，数を増やすことはできているが，１０から減らしていくことに躓きが見られる。

増えているのか，減っているのか等，そう考えた根拠を見付る力に課題があると考えられる。 

 

（３）指導観 

子供が問題意識をもつ「課題設定」の工夫 

 問題提示の際に身近にある数を使い，興味を持たせていく。そして，解決した問題が日常に生か

せるようにしていくことで，主体的に解決しようとする意欲を持たせる。また，４０までの数を扱

う際は，前時までの学習との違いに気付かせ，既習を使って解決できる方法が無いかを考えさせて

いくようにする。 

数学的な見方・考え方を働かせ，理解を深めるための工夫 

 数の構成を捉える時は，具体物の操作を重視し，ぱっと見て数が分かる方法を考えさせる中で「１

０のまとまり」にする良さを感じられるようにする。また，授業では１０のまとまりと端数を色分

けして常に提示することで，「１０のまとまり」を意識させる。数の構成を説明する際は，色で分

けた位のへやを活用し，９までがばらで黄色の部屋に入り，１０になると隣の部屋に入ることを，

集団解決の中で気付かせていく。 

算数科学習指導案        【第１学年１組】 

「１０よりおおきいかず」 
～ただしくかぞえてつたえよう～ 

指導者  谷川 裕香 



統合的・発展的な考え方が表れる「ふりかえり」のための指導 

 授業の最後に，統合的・発展的に学習を振り返らせるため，既習内容をカード化し，常に見える

ように提示しておく。そして，課題設定の際に使えそうな既習内容として，解決の見通しの中で提

示する。また，授業の中でも，共通するキーワードを取り上げ，まとめに繋げることで，ふりかえ

りに生かせるようにする。 

 

（４）単元の指導計画（全 10時間扱い） 

時 学習活動 
評  価 

知 思 態 評価規準 評価方法 

１ ・１０よりおおきい数につ

いて，「１０といくつ」に

分けて考える。 

  〇 

 

 

・「１０といくつ」に分けて数を整理

し，数を唱えようとしている。 

 

ふりかえり 

 

行動観察 

２ ・２０までの数の書き方を

理解する。 

〇   ・２０までの数の数え方，唱え方を

理解できる。 

ふりかえり 

３ ・２０までの数を読んだり

書いたりする。 

〇   ・２０までの数を「１０のまとまり」

を捉えてブロックを操作し説明す

ることができる。 

評価問題 

４ ・写真を見て，２０までの

数を表す。 

〇   ・「１０のまとまり」を見付けて，正

しく数えることができる。 

評価問題 

５ ・２０までの数の分解につ

いて，ブロックによる操

作活動を通して数で表

す。 

〇  

 

 

〇 

 ・２０までの数を１０といくつの和

として捉え，分解することができ

る。 

・２０までの数の構成に着目して，

１０といくつの和として捉え，説

明できる。 

ふりかえり 

６ ・数直線を手掛かりにし

て，数の大小を考える。 

〇  

 

 

〇 

 

 

 

 

・数直線の特徴や性質を理解し，数

直線を用いて数の大小を比較でき

る。 

・数直線の特徴や性質をとらえて説

明できる。 

評価問題 

 

 

ふりかえり 

７ ・数直線を手掛かりにし

て，数の系列を考える。 

〇  

 

〇 

 

 

 

・数直線を用いて，数の系列を理解

している。 

・数直線を活用した数の唱え方を考

え，説明している。 

評価問題 

 

ふりかえり 

８ ・１０と 1位数の加法とそ

の逆の減法の計算の仕方

を考える。 

〇  

 

 

〇 

 ・２０までの数の構成を加減計算の

式に表すことを理解し，計算でき

る。 

・数の構成に着目して，計算の仕方

を考え，説明している。 

評価問題 

９ ２０までの数について，構

成に着目して，式に表し

計算する。 

 〇 

 

 

 ・数の構成に着目して計算の仕方を

考え，操作や言葉などを用いて説

明できる。 

評価問題 

10 ４０までの数の数え方，読

み方，書き方を考える。 

（本時） 

〇   ・４０までの数について，数え方や

読み方，書き方などを理解し，数

えたり読んだり書いたりすること

ができる。 

評価問題 

 

 

 



４ 本時について 

（１）本時の目標（第１０時/全１０時） 

４０までの数を「何十といくつ」で捉えて書き表すことができる。 

（２）評価規準 

４０までの数について「１０のまとまり」と「ばら」に分けて数え，2 位数を正しく書き表すこ

とができている。 

（３）本時で目指す子どもの姿 

 〇数学的な見方・考え方 

 

 

 

 

〇ふりかえり 

 

 

  

 

 

（４）本時の学習展開                    

学習活動 
○主な発問や指示 

・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

◎評価（評価方法） 

１ 問題意識をもたせ

る問いかけをし，課

題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  学習問題１を解

く。 

 

 

 

 

 

 

 

○みんなのきらきら貯金，たくさんあつまっ

たね。いくつあるんだろう。 

・１００こ 

・２０こくらい？ 

・４０あるかな。 

〇おたよりにも、いくつあつまったか載せた

いのだけど，どうやって数えたらいいだろ

う。 

・１つずつ数えればいい。 

・１０でまとめればいい。 

 

 

 

 

 

 

 

・１０こずつまとめたら３０できた。 

・ばらが９こある。 

・１０は緑のへやにおいて，ばらは黄色のへ

やにおく。 

・緑のへやは１０が３つ，黄色のへやはばら

が９こ 

・だから「さんじゅうきゅう」 

〇「さんじゅうきゅう」はどうかけばよいで

 

 

 

 

◇おたよりに数を書くと

いうゴールを示し，意欲

を持たせる。 

◇ばらばらに置いた写真

を掲示し，今までの数と

違って多く，１つずつ数

えるのは時間がかかる

と感じさせる。 

 

 

 

 

◇写真からブロックに置

き換え，整理させる。 

◇「１０のまとまり」を作

り，ばらと分けて位の部

屋に入れ，「何十といく

つ」と数を捉える。 

 

 

 

・既習内容から，「１０のまとまり」を作って数えれば良いと考える。 

・「１０のまとまり」を作り，ばらと分けて位の部屋に入れ，「何十といくつ」と数を捉える。 

・十の位の数が，「１０のまとまり」の数と気付き，書き表す。 

きらきらのかずの あらわしかたを かんがえよう。 

・数が大きくなっても，１０のまとまりを数えたら同じように数字が書ける。 

・「何十といくつ」にすると，数が分かる。 

・十のへやには，１０のまとまりの数を入れることが分かった。 

 
見方・考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめる。 

 

 

４ 理解を確認する学

習問題２を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

５  ふりかえりを書

く。 

しょうか。 

・３９ 

・３０９だと，三百になる。 

・３は１０の数。緑のへやは１０が３つ，黄

色のへやはばらが９こ。だから３９。 

 

 

 

 

 

○ここまでの学習をまとめよう。 

・１０が３つとばらが９こで，３９とかく。 

 

○ここまで学習したことを確認するために，

問題を解きましょう。 

〇高須小学校では，各学級何枚おたよりをく

ばっているでしょう。 

○今度使う算数プリントをクラス毎に分けて

みましょう。 

 

 

○今日の学習を振り返りましょう。 

・数が大きくなっても，１０のまとまりを数

えたら同じように数字が書ける。 

・「何十といくつ」にすると，数が分かる。 

・十のへやには，１０のまとまりの数を入れ

ることが分かった。 

 

◇３の意味､９の意味を図

の中から見付けさせる。 

◇十の位の数が，「１０の

まとまり」の数と気付か

せ，書き表す。 

 

 

 

 

◇1組から 4組までの数を

図で提示し，数字で表

す。 

◎１０のまとまり」と「ば

ら」に分けて数え，2位

数を正しく書き表すこ

とができている。 

 （評価問題） 

 

 

 

◇ふりかえりの視点を与

えて書かせる。 

 

 

 


